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５月１日現在　推計（前月比）

古紙配合率 １００％再生紙を使用しています。

　

よ
り
専
門
的
に
事
業
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
昨
年
７

月
に
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
を
委
託
し
ま
し

た
。

　

午
後
７
時
ま
で
の
開
館
時
間
の
延
長
や
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
充
実
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
も
大
変
好
評
で
、
児
童

等
の
来
館
者
数
は
、
前
年
比
約　

％
の
増
加
と
な
り
ま
し

６０

た
。

   
今
年
度
も
和
泉
児
童
館
の
事
業
を
委
託
化
し
、
児
童
の

健
全
育
成
の
充
実
を
図
る
事
業
を
展
開
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　

昨
年　

月
、
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー
の
２
階
に
「
子
ど
も

１０

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
・
た
ん
ぽ
ぽ
」
と
し
て
設
置
し
ま
し

た
。

　

児
童
と
そ
の
家
庭
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お

受
け
し
た
り
、
緊
急
一
時
保
育
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

等
の
子
ど
も
家
庭
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
調
整
、
さ
ら

に
「
子
育
て
く
ら
ぶ
０
１
２
３
」
事
業
等
の
地
域
の
子
育

て
に
関
す
る
組
織
化
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
（
月

か
ら
土
曜
日
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
７
時
ま
で
。
相
談

受
付
は
６
時　

分
ま
で
） 。
�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

３０

　

保
護
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
、
緊
急
か
つ
一
時

的
に
保
育
に
欠
け
る
お
子
さ
ん
を
、
市
で
契
約
し
て
い
る

家
庭
福
祉
員
（
保
育
マ
マ
）
さ
ん
の
お
宅
で
一
時
的
に
お

預
か
り
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〔
対
象
児
童
〕
市
内
在
住
の
生
後　

日
か
ら
３
歳
未
満
ま

５７

で
の
、
健
康
で
集
団
保
育
が
可
能
な
児
童

〔
お
預
か
り
す
る
時
間
と
期
間
〕
午
前
７
時
〜
午
後
６
時

の
間
の
８
時
間
以
内
で
、
最
長
７
日
間
以
内
（
特
別
の
理

由
が
あ
る
場
合
は　

日
ま
で
延
長
可
能
・
年
末
年
始
お
よ

１５

び
国
民
の
休
日
並
び
に
日
曜
日
を
除
く
） 。

〔
費
用
〕
１
日
１
�
５
０
０
円
（
食
事
等
の
実
費
は
別
・

減
免
あ
り
）

〔
定
員
〕
１
人
（
５
月
１
日
現
在
）

〔
受
付
窓
口
〕
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　

保
護
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
、
緊
急
か
つ
一
時

的
に
お
子
さ
ん
を
家
庭
で
み
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
と
き
に
、
市
で
契
約
し
た
実
施
施
設
で
お
子
さ
ん
を
短

期
的
に
お
預
か
り
す
る
（
宿
泊
も
可
能
）
事
業
を
始
め
ま

し
た
。

〔
対
象
児
童
〕
市
内
に
在
住
す
る
２
歳
か
ら　

歳
ま
で
の

１２

健
康
な
児
童

〔
お
預
か
り
す
る
期
間
〕
７
日
間
以
内
（
事
情
に
よ
り
最

長　

日
ま
で
延
長
可
能
）

３０
〔
費
用
〕
１
日
２
�
０
０
０
円
（
食
事
等
の
実
費
は
別
・

減
免
あ
り
）

〔
定
員
〕
２
人

〔
実
施
施
設
〕
児
童
養
護
施
設　

二
葉
学
園
（
調
布
市
上

石
原
２－

　

－

７
）
※
小
学
校
、
保
育
園
等
に
通
っ
て

１７

い
る
児
童
は
送
り
迎
え
も
し
ま
す
。

〔
受
付
窓
口
〕
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　

離
乳
食
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
、
言
葉
が
お
そ
い
、
オ
ム
ツ

が
と
れ
な
い
な
ど
子
育
て
に
関
す
る
ど
ん
な
悩
み
で
も

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
が
遊
べ
る
お
も
ち
ゃ
や
絵
本
の
あ
る
部
屋

で
専
門
の
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

 
■ 
和
泉
児
童
館
「
ぴ
よ
ち
ゃ
ん
」

月
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前　

時
〜
正
午
（
木
曜
日
の
み

１０

９
時
〜　

時
） 。

１１

　

木
曜
日
午
前　

時
〜
正
午
に
は
「
幼
児
の
つ
ど
い
」
も

１１

実
施
し
て
い
ま
す
。

■
駄
倉
保
育
園
「
子
育
て
相
談
室
」

月
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
９
時
〜
正
午

　

誕
生
日
会
を
兼
ね
た
園
庭
開
放
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
 
お
子
さ
ん
が
風
邪
や
下
痢
、
伝
染
病
の
予
後
な
ど
保

育
園
や
幼
稚
園
等
に
預
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
、

お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る
事
業
で
す
。

　
「
狛
江
す
こ
や
か
病
児
保
育
室
」野
沢
医
院
併
設
�（
３

４
８
９
）
２
５
５
７
で
実
施
し
て
い
ま
す
。            

     〔
費
用
〕
１
日
２
�
０
０
０
円
（
事
前
登
録
制
・
減
免
あ

り
）

　

保
育
園
等
へ
の
送
迎
や
、
保
育
園
等
の
開
始
前
・
終
了

後
に
お
子
さ
ん
を
預
か
る
な
ど
、
市
民
の
間
で
一
定
の
報

酬
で
援
助
を
希
望
す
る
「
援
助
会
員
」
と
お
手
伝
い
す
る

「
依
頼
会
員
」
を
募
集
し
、
そ
の
仲
介
を
行
う
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
事
業
の
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
中
に
は
実
施
の
予
定
で
す
の
で
、
特
に
お
手
伝

い
で
き
る
「
依
頼
会
員
」
に
な
れ
る
方
（
一
定
の
講
習
が

必
要
に
な
り
ま
す
）
は
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
事
業
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て

に
関
す
る
情
報
を
網
羅
し
た
「
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
現
在
作
成
中
で
す
。

　

完
成
の
際
は
、
市
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

　少子化・核家族化などにより、地域の子育ての力が低下しているといわれています。
　市では、今年３月に「第２次あいとぴあレインボープラン（地域福祉計画）子育て分

野編」を策定し、「ともにつくる、子どもが健やかに育ち、安心して子育てのできるま

ち・狛江」を基本理念として、保育園入園待機児の解消や保育サービスの充実（延長保

育の実施等）、児童虐待防止体制の整備などのさまざまな重点課題に取り組んでいます。

　これからも、子どもと家庭がより豊かな環境のもとで子育てができるよう、さまざま

な支援を実施していきます。今回は、その一部をご紹介しますので、ぜひ利用ください。

あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああなななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育ててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて 応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
　
　
　
　

児
童
館
事
業

児
童
館
事
業@
@
@
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業@
@
@

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

子
育
て
ひ
ろ
ば
事
業

子
育
て
ひ
ろ
ば
事
業@
@
　
　
　
　
　
　

　
　
　  

緊
急
一
時
保
育
事
業

緊
急
一
時
保
育
事
業　
@
　
　
　
　

　
　

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業@
@
　
　
　

　
　

　
　
 
病
後
児
保
育
事
業

病
後
児
保
育
事
業　
@
@
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業@

@
@
　
　
　

　
　
「
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

「
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」　
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児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当
の
現
況
届
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入
院
等
の
食
事
代
は
、
一
日
の
食

事
に
か
か
る
費
用
の
う
ち
７
８
０
円

を
被
保
険
者
の
方
々
に
負
担
し
て
い

た
だ
き
、
残
り
を
国
民
健
康
保
険
や

老
人
保
健
、
介
護
保
険
が
入
院
時
食

事
療
養
費
等
と
し
て
負
担
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

に
該
当
す
る
方
は
、
別
表
の
減
額
対

象
の
と
お
り
負
担
額
が
減
額
さ
れ
ま

す
。
該
当
す
る
方
は
、
各
担
当
課
へ

申
請
し
て
「
減
額
認
定
証
」
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
「
減
額
認
定
証
」
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
は
、
有
効
期
限
が

５
月　

日
�
ま
で
で
す
。
必
ず
６
月

３１

中
に
再
度
申
請
し
、
新
し
い
「
減
額

認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課
・
介

護
福
祉
課

　

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当
を
受

給
し
て
い
る
方
は
、
手
当
の
支
給
要

件
確
認
の
た
め
に
、
毎
年
６
月
に
現

況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
況
届
の
用
紙
は
、
６
月
上
旬
発

送
予
定
で
す
。
受
付
期
間
は
、
６
月

　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
で
す
。（　

１０

２８

１１

日 ・ 　

日 ・ 　

日
は
午
後
８
時
ま
で

２０

２８

受
け
付
け
）
な
お
、
現
況
届
を
期
限

ま
で
に
提
出
さ
れ
な
い
と
手
当
の
支

給
が
遅
れ
た
り
、
停
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

６
月
か
ら
の
所
得
限
度
額
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。
該
当
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
方
は
、
福
祉
総
合
相
談
窓
口

で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

入 
院 
等 
の 
食 
事 
代 
が 
減 
額 
さ 
れ 
ま 
す
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�

�

�
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男
女
平
等
社
会
へ
の
実
現
に
向
け
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
男
女
平
等

を
考
え
て
も
ら
う
機
会
の
一
つ
と
し

て
、
今
年
度
も
「
男
女
平
等
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
企
画
、
立
案
、

実
行
を
行
っ
て
い
た
だ
く
方
を
広
く

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
り
一
層
充
実
し
た
取
り

組
み
を
進
め
る
た
め
、
啓
発
紙
の
発

行
も
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
気
軽
に

参
加
く
だ
さ
い
。

〔
締
め
切
り
〕
５
月　

日
�

３１

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
企
画

調
整
課
へ
。

　

社
会
奉
仕
の
精
神
を
よ
り
ど
こ
ろ

に
、
地
域
の
社
会
福
祉
の
推
進
に
努

め
る
民
生
・
児
童
委
員
は
、
昨
年　
１２

月
か
ら
定
数
が
増
え
ま
し
た
。

　

現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
を
担
当

す
る
民
生
・
児
童
委
員
は　

人
、
地

４９

域
を
定
め
ず
に
児
童
の
問
題
を
専
門

に
連
絡
・
調
整
を
行
う
主
任
児
童
委

員
は
４
人
の
方
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

制
度
の
移
り
変
わ
り

　

民
生
委
員
制
度
は
大
正
６
年
、
岡

山
県
の
済
世
顧
問
制
度
が
そ
の
由
来

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
い
く
た
び
か
の
変
遷
を

経
て
、
昭
和　

年
に
「
民
生
委
員
法
」

２３

が
公
布
さ
れ
、
現
在
の
民
生
委
員
制

度
の
骨
格
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
は
児
童
福
祉
法

に
よ
り
、
児
童
問
題
に
つ
い
て
援
助
、

指
導
を
行
う
児
童
委
員
と
な
る
こ
と

に
定
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
で
も
民
生
・
児
童
委

員
は
無
給
（
生
活
を
保
障
す
る
た
め

の
俸
給
、
給
料
な
ど
を
支
給
さ
れ
な

い
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

民
生
・
児
童
委
員
の
役
割

　

民
生
･
児
童
委
員
の
職
務
は
、
お

よ
そ
次
の
よ
う
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

隣
人
愛
の
精
神
を
も
っ
て
地
域
社

会
を
見
つ
め
、
市
民
が
適
切
に
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
選
択
、
利
用
で
き
る
よ

う
相
談
に
応
じ
、
情
報
を
提
供
し
た

り
、
援
助
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
民
生
・
児
童
委
員
は
、
個

人
の
人
格
を
尊
重
し
、
秘
密
を
守
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
課

　

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に

し
、
無
駄
や
浪
費
を
抑
え
る
こ
と
、

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
や
省
エ
ネ
型
の
機

器
な
ど
環
境
に
や
さ
し
い
製
品
を
購

入
に
際
し
て
選
択
す
る
こ
と
、
身
近

な
緑
を
増
や
す
こ
と
な
ど
、
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

狛
江
市
民
憲
章
は
、
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
、
多
摩
川
の
流
れ
と
と
も

に
歩
み
つ
づ
け
て
き
た
狛
江
は
「
水

と
緑
の
住
宅
都
市
」
を
目
指
し
て
い

ま
す
と
あ
り
ま
す
。

　

我
家
の
前
は
多
摩
川
の
土
手
沿
い

第　

回
男
女
平
等

１１
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

実
行
委
員
の
募
集
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地
域
で
活
躍
す
る
民
生
・
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　

個
人
の
秘
密
は
守
り
ま
す

�

�

�

�
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担 当 区 域電話番号住　所氏　名番号

西野川１丁目全域※下記まで連絡欠 員１

西野川２丁目１～３３番３４８０－５４６７西野川２－２２－２０冨 永 春 樹２

西野川３丁目、西野川４丁目１～１３番３４８０－５７９６西野川４－１－１３冨永登美子３

西野川２丁目３４～４１番、西野川４丁目１４～４２番３４８０－３８９９西野川４－３１－４冨 永　 栄４

和泉本町１丁目１～９番、３５，３７番３４８９－６９４８和泉本町１－６－２０橋 井 チ エ５

和泉本町１丁目３６番（セントラルハイツ）３４３０－２７５６和泉本町１－３６－３－３０８島 崎 洋 子６

和泉本町１丁目１０～３４番３４８０－２５１５和泉本町１－２４－８野 田 孝 幸７

和泉本町２丁目全域３４８０－７２６０和泉本町２－３０－８羽田ミサト８

和泉本町３丁目１～２５番３４８９－８７９７和泉本町３－８－６名古屋正義９

和泉本町３丁目２７～３９番、４丁目１～６、８番３４８９－７０６１和泉本町３－３４－２２稗田トキ子１０

和泉本町４丁目７番１～８号・２７～２９号、１０番３４８９－２１７９和泉本町４－７－５－２０４安 武 俊 克１１

和泉本町４丁目７番９～１５号・３０～３１号・５１号、９番３４８９－０３５９和泉本町４－７－１０－３０４鈴木凱歌子１２

和泉本町４丁目７番１６～２６号３４８８－０１４９和泉本町４－７－３－４０２中島けい子１３

和泉本町４丁目７番３４～４２号３４８０－３５１１中和泉５－１０－１８松 岡 清 恵１４

和泉本町４丁目７番３２～３３号・４３～５０号３４８９－０３０１和泉本町４－７－４１－２０６宮 澤 幸 枝１５

岩戸北１丁目全域３４８０－２２４７岩戸北１－１７－１８西 村 裕 子１６

岩戸北２丁目全域３４８０－１０８７岩戸北２－９－１４田 中 麗 子１７

岩戸北３丁目１～１４番３４８０－０３７０岩戸北３－８－６三角佳千代１８

岩戸北３丁目１５～２３番、東和泉１丁目１～５番３４８０－０８６４東和泉１－１０－９田 中 一 枝１９

岩戸北４丁目全域３４８９－１６６２岩戸北４－１９－１１西 山 偕 子２０

東野川１丁目１～１１番、３１～３６番、４丁目１４～１６番３４８８－２７６０東野川１－２４－１０大 野 和 子２１

東野川１丁目１２～３０番３４８８－３４２３東野川１－２０－２４上 田 育 三２２

東野川２丁目全域、３丁目１～１４番３４８９－８９１２東野川２－１５－７栗 山 正 美２３

東野川３丁目１５～２２番３４８８－０８１６東野川３－１５－４－８１６高 橋 紀 子２４

東野川４丁目１～１３番、１７～３０番３４８９－６４５１東野川４－１９－６高 木 和 江２５

主任児童委員３４８９－２７７２西野川２－２５－１冨 永 茂 和２６

主任児童委員３４８８－１５３８岩戸北４－２－３３曽 我 光 夫２７

中和泉１丁目全域３４８９－１５６２中和泉１－１５－１２藤 原 成 行２８

中和泉２丁目全域３４８９－１４１６中和泉２－１６－２大久保哲夫２９

中和泉３丁目１～３０番３４８０－５８９１中和泉３－２２－１５藤 井 佳 子３０

中和泉３丁目３１～３６番、中和泉４丁目全域３４８０－５７７１中和泉３－３１－１０名古屋武男３１

中和泉５丁目１～２１番３４８９－４３４６中和泉５－３－１２名古屋久夫３２

和泉本町４丁目１１番、中和泉５丁目２２～４３番３４８９－００６９中和泉５－２５－１５名 古 屋 弘３３

西和泉１丁目１～１４、１６番０４２４－８４－４７９６西和泉２－１－３０１中 川 嘉 保３４

西和泉１丁目１５番、２丁目全域０４２４－８６－８５０６西和泉２－８－５０３二 見　 延３５

元和泉１丁目全域３４８８－４４２９元和泉１－１２－１市 川　 衛３６

元和泉２丁目全域３４８０－３３６８元和泉２－２１－１４高澤佐和子３７

元和泉３丁目全域、東和泉４丁目５～１１番３４８８－５７８０元和泉３－１４－１１佐藤まり子３８

東和泉１丁目６～２８番、２丁目１～５番３４８９－６３４３東和泉１－６－１４絹 山　 功３９

東和泉１丁目２９～３６番、２丁目６～２０番３４８９－７３４７東和泉２－１７－３吉 岡 長 利４０

東和泉３丁目全域、４丁目１～４番３４８０－２２８４東和泉３－８－７小 川 武 男４１

猪方１丁目全域、２丁目５～１８番３４３０－６１２１猪方１－３－２２猪 狩 敬 子４２

猪方２丁目１～４番、３丁目１～１３番、１７～１９番、２１～２４番３４８９－２７２７猪方２－４－５栗原美津江４３
猪方３丁目１４～１６番、２０、２５～４１番※下記まで連絡欠 員４４

猪方２丁目１９～２６番、猪方４丁目全域３４８０－８３３２猪方２－１１－１９大 野 幸 子４５

駒井町１丁目全域、２丁目１～４番３４８０－８６０７駒井町３－１５－７松 坂 峯 作４６

駒井町２丁目５～３６番３４８０－８１８４駒井町１－１２－１２小 川 昭 治４７

駒井町３丁目全域３４８８－５０３６駒井町３－３２－１３谷　 昭 裕４８

岩戸南１丁目全域３４８９－９８７７岩戸南１－３－１５山 村 陽 子４９

岩戸南２丁目１～１５番３４８９－７３２０岩戸南２－８－１２若 松 博 子５０

岩戸南２丁目１６～２７番、３丁目１３～２７番３４８０－０３４６岩戸南３－２５－１３松 本 貞 子５１

岩戸南３丁目１～１１番３４８９－５２８７岩戸南３－５－１７野 本 文 子５２

岩戸南４丁目全域３４８８－５７３０岩戸南４－６－４長 澤 佳 子５３

主任児童委員３４８９－２６２１中和泉１－１８－１５飯 田 清 孝５４

主任児童委員３４８０－８５８２駒井町３－２５－３松 坂　 進５５

児童育成手当
特例給付

（厚生年金に加入の方）児童手当扶養親族

３,６８４,０００円４,６８０,０００円３,０９０,０００円０　人

４,０６４,０００円５,０６０,０００円３,４７０,０００円１　人

４,４４４,０００円５,４４０,０００円３,８５０,０００円２　人

380,000 円加算３人以上
１人増すごとに

（一律控除　80,000 円加算済み。ほかに医療費控除等各控除あり。）

■児童手当・児童育成手当　所得制限限度額表（平成１４年６月以降）

で
い
つ
も
緑
が
あ
り
、
多
摩
川
の
ダ

ム
の
水
を
見
る
と
本
当
に
ホ
ッ
と
し

ま
す
。
こ
の
自
然
を
守
る
た
め
に
、

電
気
は
こ
ま
め
に
切
る
。
日
常
使
う

回
数
が
少
な
く
使
っ
て
い
る
も
の
は
、

な
る
べ
く
主
電
源
を
切
る
（
例
え
ば

コ
ピ
ー
や
テ
レ
ビ
な
ど
） 。
テ
レ
ビ

よ
り
ラ
ジ
オ
を
聞
き
、
電
気
代
を
節

約
し
た
り
、
今
の
時
期
は
夕
方
６
時

ま
で
雨
戸
を
閉
め
ず
、
ク
ー
ラ
ー
で

な
く
て
扇
風
機
を
使
っ
て
い
ま
す
。

お
米
の
と
ぎ
汁
は
、
棄
て
な
い
で
花

と
か
家
庭
菜
園
に
ま
き
、
野
菜
の
塩

分
の
な
い
く
ず
は
、
土
に
穴
を
掘
っ

て
堆
肥
に
し
、
風
呂
は
家
族
が
続
け

て
入
り
、
洗
濯
物
は
一
度
に
ま
と
め

て
洗
う
な
ど
を
実
行
し
て
い
ま
す
。

　

各
家
庭
で
努
力
し
、
無
駄
や
浪
費

を
抑
え
れ
ば
、
狛
江
は
「
水
と
緑
の

住
宅
都
市
」
と
な
る
で
し
ょ
う
。

※　（連絡先）市役所健康福祉部社会福祉課　�３４３０－１１１１　内線２２１１

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に伊藤暢朗さん

猪方四丁目在住

環
　
境
　
を
　
考
　
え
　
る

環
　
境
　
を
　
考
　
え
　
る �

市
民
の
声

市
民
の
声 �

�

■民生・児童委員一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１４年５月１日現在

■入院等の食事代の減額（標準負担額減額）について

減額対象

担当課
（問い合わせ）

申請時に
必要なもの

非課税世帯であっ
て本人が老齢福祉
年金受給者等

非課税世帯一般一般病院

保険年金課

・国民健康保険証
・減額認定証（交付さ
れている方のみ）
・直近３カ月分の領収証
・印鑑

６５０円
（９１日以降は５００円）

780 円

国民健康保険加入者
（７０歳未満の方）

病院に入院の場合
・健康保険証
・老人医療受給者証
・減額認定証（交付さ
れている方のみ）
・直近３カ月分の領収証
・印鑑

３００円

老人保健対象者
（７０歳以上の方）
※下記減額も対象に

なります

金額は 1日あたりの負担額です。

※老人保健対象者の入院時の同一医療機関での負担額は１カ月37,200円が24,600円
になります。

減額対象

担当課
（問い合わせ）

申請時に
必要なもの

非課税世帯であっ
て本人が老齢福祉
年金受給者等

非課税世帯一般介護保険施設

介護福祉課

・標準負担額減額認定
証（交付されている方
のみ）
・印鑑

３００円500 円780 円
介護保険施設

サービス受給者

介護保険施設に

入院・入所の場合

金額は 1日あたりの負担額です。 
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明
治
５
年
、
第
一
小
学
校
が

産
声
を
上
げ
た
と
き
の
最
初

の
名
前
で
す
。
寺
子
屋
の
師
匠
た
ち

が
、
和
泉
村
外
六
カ
村
民
を
集
め
て
、

泉
龍
寺
の
衆
寮
堂
を
仮
校
舎
と
し
て

公
立
観
聚
学
舎
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
和
泉
学
校
、
江
東
学
校
、

狛
江
尋
常
小
学
校
、
狛
江
尋
常
高
等

小
学
校
、
狛
江
国
民
学
校
、
狛
江
小

学
校
、
そ
し
て
狛
江
第
一
小
学
校
と

名
称
が
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

間
、
第
二
次
大
戦
の
時
に
は
、
空
襲

で
校
舎
が
全
焼
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
歴
史
を
乗
り
越
え
て
き
て
い
ま

す
。

　

　

現
在
の
場
所
に
移
っ
た
の

は
、
昭
和　

年
で
す
。
そ
れ
ま

６２

で
は
狛
江
駅
の
北
口
の
す
ぐ
目
の
前

に
あ
り
ま
し
た
。現
在
も
、北
口
ロ
ー

タ
リ
ー
に
、
旧
校
舎
跡
の
記
念
碑
が

建
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
校
舎
の

面
影
を
残
す
も
の
と
し
て
、
旧
校
舎

の
御
影
石
の
門
柱
が
、
現
校
舎
の
北

門
の
と
こ
ろ
に
移
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
二
宮
金
次
郎
の
銅
像
も
、

校
庭
の
西
側
に
移
設
さ
れ
、
懐
か
し

さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

　

い
ず
み
学
級
は
、
昭
和　

年
３６

に
開
設
さ
れ
た
心
身
障
害
学

級
で
、
今
年
で　

周
年
を
迎
え
ま
す
。

４０

　

現
在　

人
の
児
童
が
在
席
し
て
い

１３

ま
す
。
特
に （ 「
共
に
生
き
る
」
を
合

い
言
葉
に
進
め
て
い
る
） い
ず
み
学

級
と
通
常
の
学
級
と
の
交
流
活
動
は
、

第
一
小
学
校
の
中
で
も
大
切
な
教
育

活
動
の
一
つ
に
し
て
い
ま
す
。
二
つ

の
学
級
の
児
童
が
、
日
常
的
に
交
流

し
、
自
然
に
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。

　

　

平
成　

年
度
か
ら
４
年
間

１０

「
心
を
育
て
る
」
と
い
う
テ
ー

マ
を
掲
げ
、
一
小
は
研
究
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
た
く
さ
ん
の
ふ
れ
あ
い
の
中
か

ら
心
を
育
て
て
い
く
と
い
う
考
え
の

も
と
、
交
流
活
動
を
積
極
的
に
進
め

て
き
て
い
ま
す
。

①
い
ず
み
学
級
と
通
常
の
学
級
の
交

流
活
動　

　

い
ず
み
学
級
の
児
童
と
通
常
の
学

級
の
児
童
が
、
行
事
や
日
常
の
授
業

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
交
流
し
、

心
を
通
い
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

②
な
か
よ
し
班
活
動

　

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童

で
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
１

年
間
を
と
お
し
て
遊
び
を
中
心
に
交

流
し
て
い
ま
す
。

③
異
学
年
・
異
学
級
交
流
活
動

　

学
級
や
、
学
年
の
枠
を
取
り
除
き
、

授
業
や
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特

に
１
・
２
年
生
は
年
間
の
ペ
ア
を
決

め
、
日
常
的
に
交
流
し
て
い
ま
す
。

④
地
域
と
の
交
流
活
動

　

地
域
の
方
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
こ
と

で
そ
の
思
い
や
願
い
を
感
じ
、
地
域

の
中
で
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
３

年
生
の
高
齢
者
と
の
交
流
な
ど
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
取
り
組
み
を
と
お
し
て
、

心
の
育
ち
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

　

新
し
い
指
導
要
領
の
も
と
、

以
下
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

〇
総
合
的
な
学
習
の
推
進

　

先
の
交
流
活
動
を
中
心
に
、
性
教

育
、
情
報
教
育
等
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。「
生
き
る
力
」
と
し
て
の
学

力
を
、
し
っ
か
り
と
付
け
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム

　

月
〜
金
曜
日
の
毎
朝　

分
間
、
国

１０

語
、
算
数
の
基
礎
・
基
本
の
力
を
付

け
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〇
ロ
ン
グ
昼
休
み

　

毎
週
金
曜
日
は
通
常
よ
り
長
い
昼

休
み
を
設
け
ま
し
た
。
子
ど
も
同
士
、

子
ど
も
と
教
師
の
ふ
れ
あ
う
時
間
を

た
く
さ
ん
つ
く
り
、
心
が
和
む
よ
う

に
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
一
小
の
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

▽
鼓
笛　

５
・
６
年
生
を
中
心
に
管

楽
器
を
入
れ
て
、
鼓
笛
を
行
っ
て
い

ま
す
。
市
民
パ
レ
ー
ド
で
お
な
じ
み

で
す
。

▽
パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム　

常
時
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
あ
り
、
全

学
年
で
積
極
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

▽
手
作
り
遊
び
集
会　

３
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
が
自
分
た
ち
で
工
夫
し

た
手
作
り
遊
び
の
お
店
を
出
し
、
み

ん
な
で
手
作
り
の
良
さ
を
味
わ
っ
て

い
ま
す
。

▽
読
み
聞
か
せ
会　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
が
学
期
に
１
回
来
て
く
だ
さ

り
全
ク
ラ
ス
で
読
み
聞
か
せ
を
し
て

く
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
伝
統
と
新
し
さ
を

兼
ね
備
え
た
一
小
は
、
ま
す
ま
す
発

展
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
一
小
は
、
今
年
で
１
３
０

周
年
で
す
。
記
念
行
事
に
向
け
て
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
の
も
と
、
着
実
に
進

ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
戦
火
で
焼

失
し
て
し
ま
い
、
戦
前
の
資
料
が
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
お
手
元

に
昔
の
資
料
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

協
力
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

■
保
護
者
の
声

　

い
ず
み
学
級
が
あ
り
、
自
然
な
か

た
ち
で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
思
い
や
り

や
気
遣
い
の
心
が
育
っ
て
い
ま
す
。

　

１
３
０
周
年
を
む
か
え
、
P
T
A

の
活
動
も
学
校
と
一
体
に
な
っ
て
、

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
い
い
学
校
に
な
っ
て
い
き

そ
う
で
す
。

■
児
童
の
声

　

い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
あ
っ
て
学
校

に
行
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

　

な
か
よ
し
班
で
は
、
１
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
が
友
だ
ち
に
な
る
こ
と

が
で
き
て
、
普
段
会
っ
た
と
き
も
声

を
か
け
合
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
、
金
曜
日
の
昼
休
み
が

長
く
な
っ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。

■
地
域
の
方
の
声

　

声
を
か
け
て
く
れ
た
り
、
あ
い
さ

つ
を
し
て
く
れ
た
り
、
明
る
く
素
直

な
子
ど
も
が
多
く
い
る
学
校
で
す
。

　

生
活
科
や
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
に
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し

て
参
加
し
、
地
域
と
一
体
に
な
っ
て

教
育
活
動
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。

　

１
３
０
周
年
を
む
か
え
、
狛
江
の

代
表
の
学
校
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

す
。

■
教
職
員
の
声

　

明
る
く
楽
し
く
、
職
員
室
が
い
つ

も
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

ど
ん
な
こ
と
で
も
前
向
き
に
、
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
心
を
受
け
と
め
よ
う
と
、

給
食
、
用
務
、
事
務
、
そ
し
て
教
員

が
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
な
り

「
生
き
る
力
」
と
「
基
礎
・
基
本
」

の
両
立
を
目
指
し
ま
す
。

　　 観聚学舎 から１３０周年
かんしゅうがくしゃ

狛 江 第 一 小 学 校

狛
江
第
一
小
学
校
っ
て
こ

ん
な
学
校
で
す

（
皆
さ
ん
の
声
か
ら
）

　

新
し
い
校
舎
に
な
る
前
は
ど

こ
に
あ
っ
た
の
で
す
か

　　　　－新学習指導要領による新しい教育がはじまりました－
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　学制発布以来、初代伊達周碩校長から現在の３６代宮澤
義一校長までずっと狛江の歴史と共に歩んできたのが、

狛江第一小学校です。脈々と受け継がれてきた伝統をも

とに、新しい教育を率先して取り入れている狛江第一小

学校について、今日はＱ＆Ａで、紹介していきましょう。

〔問い合わせ〕指導室

　

い
ず
み
学
級
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い

　

一
小
の
「
心
を
育
て
る
教
育
」

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

一
小
の
新
し
い
取
り
組
み
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

観
聚
学
舎
と
は
な
ん
で
す
か

特
集



〔
日
時
〕
５
月　

日
�
、　

日
�
午

１９

２６

前
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

３０

〔
場
所
〕
市
役
所
２
階　

　

な
お
、
平
成　

年
度
固
定
資
産

１４

税
・
都
市
計
画
税
（
第
１
期
分
）
、
平

成　

年
度
軽
自
動
車
税
は
、
５
月　

１４

３１

日
�
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

　

市
で
は
、
市
立
和
泉
児
童
館
の
事

業
運
営
を
民
間
に
委
託
す
る
予
定

で
す
。
そ
の
内
容
を
説
明
し
、
利
用

者
の
方
々
の
意
見
を
い
た
だ
く
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
５
月　

日
�
▽
１
回
目
午

１８

後
１
時
か
ら
▽
２
回
目
午
後
６
時

か
ら

〔
場
所
〕
和
泉
児
童
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

　

現
在
登
録
し
て
い
る
方
や
団
体

は
、
有
効
期
限
が
５
月
末
日
で
終
了

し
ま
す
の
で
、
６
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
の
利
用
登
録
受
け
付
け
を
行

い
ま
す
。

〔
利
用
対
象
者
〕
プ
ー
ル
利
用
に
支

障
の
な
い
心
身
障
害
者
（
児
） ･ 
精

神
障
害
者
（
児
） ･
難
病
者
の
個
人

と
団
体
。
一
人
で
プ
ー
ル
利
用
が
困

難
な
方
は
、
介
護
者
同
伴
の
利
用
も

可
能
。

〔
利
用
日
〕
▽
個
人
は
毎
月
第
１
・ 

３
日
曜
日
の
午
前
ま
た
は
午
後
▽

団
体
は
毎
月
第
２
・
４
・
５
の
日
曜

日
の
午
前
ま
た
は
午
後

〔
申
込
期
間
〕
5
月　

日
�
か
ら　

１５

２４

日
�
ま
で
。
個
人
利
用
は
窓
口
に
て

先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。
団
体
利

用
は
受
け
付
け
締
め
切
り
後
、
利
用

日
調
整
を
行
い
ま
す
。

※
プ
ー
ル
は
５
月　

日
�
か
ら　

２０

２７

日
�
ま
で
清
掃
（
前
期
全
換
水
）
の

た
め
お
休
み
し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ
〕
福
祉

総
合
相
談
窓
口
ま
た
は
社
会
福
祉

協
議
会
�
（
３
４
８
８
）
０
２
９
４

へ
。

　

平
成　

年
度
の
労
働
保
険
料
（
雇

１４

用
保
険
料
と
労
災
保
険
料
）
の
申

告
・
納
付
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

す
で
に
事
業
所
あ
て
に
郵
送
さ

れ
て
い
る
申
告
書
に
保
険
料
を
添

え
て
、
５
月　

日
�
ま
で
に
最
寄
り

２０

の
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
へ
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
〔
問
い
合
わ
せ
〕　

東
京
労
働
局

労
働
保
険
徴
収
課
�
（
３
８
１
８
）

８
２
３
９

�
選
挙
管
理
委
員
会
の
開
催

〔
日
時
〕
６
月
２
日
�
午
前　

時
か

１０

ら〔
場
所
〕
市
役
所
３
階
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局

※
傍
聴
は
先
着
３
人
ま
で

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

予
防
接
種

予
防
接
種�

予
防
接
種

予
防
接
種�

　

日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
５
月
か

ら
７
月
ま
で
の
間
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

標
準
的
な
接
種
年
齢
（
別
表
）
の

方
に
は
既
に
通
知
お
よ
び
予
診
票
を

発
送
し
ま
し
た
（
た
だ
し
、
３
期
の

方
に
つ
い
て
は
中
学
３
年
生
に
送
付

し
て
い
ま
す
） 。
予
診
票
が
届
か
な

く
て
も
対
象
年
齢
内
で
あ
れ
ば
接
種

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
予
診

票
は
、
実
施
医
療
機
関
、
ま
た
は
健

康
課
に
あ
り
ま
す
。
接
種
を
受
け
る

際
は
、
冊
子
「
予
防
接
種
と
子
ど
も

の
健
康
」
や
、
通
知
を
よ
く
読
ん
で

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
予
診

票〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

実施期間標準的な接種年齢対　　象　　年　　齢予防接種名

５月～７月

３歳
１期初回　生後６カ月～９０カ月未満
　　　（１～４週の間隔で２回接種）

日本脳炎 ４歳
１期追加　生後６カ月～９０カ月未満
　　　（１期初回終了後概ね１年おき
　　１回接種）

小学校４年生２期 ９歳～１３歳未満

中学校２年生３期 １４歳・１５歳

※標準的な接種年齢とは、「予防接種実施要領」の規定によるもの
で、予防接種の目的から接種するのが望ましい年齢のことです。

〔
日
時
〕
６
月
３
日
�
受
付
時
間
午

後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ
い

３０

と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成　
１２

年　

月
生
ま
れ
の
幼
児
〔
持
ち
物
〕

１１
母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
歯
ブ

ラ
シ

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

春
か
ら
夏
に
向
か
っ
て
、
紫
外
線

は
増
え
続
け
、
日
焼
け
が
気
に
な
る

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
紫
外
線
は
、

皮
膚
の
老
化
を
起
こ
す
だ
け
で
な
く
、

皮
膚
の
免
疫
力
を
低
下
さ
せ
た
り
、

遺
伝
子
を
傷
つ
け
た
り
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で
の

紫
外
線
対
策
・
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し

た
皮
膚
の
手
入
れ
法
な
ど
を
、
専
門

の
先
生
を
囲
ん
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

〔
日
時
〕
６
月
４
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
３
時
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
講
師
〕　

万
納
寺
洋
子
さ

ん
（
狛
江
市
医
師
会
）〔
定
員
〕　
３０

人
（
先
着
順
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕
６
月
７
日
・　

日
・　

１４

２１

日
・　

日
（
各
金
曜
日
）
受
付
時
間

２８

は
午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕

１０

あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕

１
回
目
は
ズ
ボ
ン
・
２
回
目
は
歯
ブ

ラ
シ
・
コ
ッ
プ
、
そ
の
ほ
か
４
回
を

と
お
し
て
母
子
健
康
手
帳
と
筆
記
用

具
を
持
参
く
だ
さ
い
〔
定
員
〕　

組
２５

（
予
約
制
）

※
な
る
べ
く
１
回
目
か
ら
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

　

自
分
や
家
族
の
健
康
の
こ
と
、
食

事
の
こ
と
、
子
育
て
の
こ
と
等
を
保

健
師
・
栄
養
士
等
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
・
会
場
〕
▽
５
月　

日
�
午

１７

前
９
時　

分
〜　

時　

分
、
あ
い
と

３０

１１

３０

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
▽
５
月　

日
�
午
後

２４

２
時
〜
４
時
、
野
川
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

育
児
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
、
も

ち
ろ
ん
お
母
さ
ん
自
身
の
心
や
体
の

こ
と
な
ど
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

保
健
師
、
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
等

が
相
談
に
応
じ
ま
す
（
お
子
さ
ん
の

身
長
、
体
重
も
測
れ
ま
す
） 。

〔
日
時
〕
５
月　

日
�
午
前　

時
〜

２９

１０

正
午
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

健
康
診
査

健
康
診
査�

健
康
診
査

健
康
診
査�

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

■
日
本
脳
炎
予
防
接
種

■
健
康
教
室
「
日
焼
け
・
紫
外
線

ま
だ
間
に
合
う
紫
外
線
対
策
」

■
マ
マ
・
パ
パ
学
級

■
フ
ロ
ア
ー
・
出
張
健
康
相
談
〜
育

児
相
談
も
お
気
軽
に
〜

電話所在地医 療 機 関 名
３４３０－２８１８和泉本町 １－２－１３神 保 ク リ ニ ッ ク 小 児 科
３４８０－２３４９ 〃 １－６－１西 川 ク リ ニ ッ ク
３４８９－３８５９ 〃 ２－１６－５藤 川 医 院
３４８９－４３９５ 〃 ２－１９－１１永 井 医 院
３４８９－２７５０ 〃 ３－２３－１０近 藤 小 児 科
３４３０－１０７０中和泉 １－１－１石 戸 谷 小 児 科
３４８０－５４１２ 〃 １－４－９布 施 内 科 医 院
３４８０－４１２２ 〃 ５－１０－１８松 岡 医 院
３４８９－３５７７ 〃 ５－２０－１１岩 下 医 院
３４３０－３７０５東和泉 １－１８－６村 上 医 院
３４８８－１１０３ 〃 １－１９－５保 坂 産 婦 人 科 ク リ ニ ッ ク
３４８９－００１４東和泉 １－２７－１０狛 江 医 院
５４９７－１２３８ 〃 ３－３－９和 泉 多 摩 川 ク リ ニ ッ ク
３４８９－２５５７猪方 ３－１８－１０野 澤 医 院
３４８９－６００５ 〃 ３－２４－５小 幡 医 院
３４８９－２４２５駒井町 ２－３－２０多 摩 内 科 ク リ ニ ッ ク
３４３０－１２１４岩戸南 １－４－１１一 の 橋 内 科 皮 フ 科
３４８０－２０５１岩戸北 ２－１９－３岩 戸 診 療 所
３４８０－１９３３ 〃 ４－１６－１岡 本 診 療 所
３４８９－１０３５東野川 １－１３－７覚 東 近 藤 医 院
３４３０－０２２２西野川 １－１５－１９柏 田 内 科 ク リ ニ ッ ク
３４８０－５５２０ 〃 ４－４０－４水 口 内 科 皮 フ 科

広報こまえ　平成１４年（２００２年）５月１５日　�

■
育
児
相
談

市
税
の
納
付
お
よ
び
相
談
窓

口
を
「
日
曜
日
」
に
開
設

和
泉
児
童
館
事
業
運
営
民
間

委
託
説
明
会
の
開
催

あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
の

プ
ー
ル
開
放
の
受
け
付
け

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付

■個別予防接種実施医療機関一覧

※接種の際は電話予約が必要です。

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日

１９

２６

〔
受
付
時
間
〕
午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
東
京
消
防
庁
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
　
　

�
０
４
２
（
５
２
１
）
２
３

　
　
　
　

２
３ 休

日
診
療

　

時
間　
　
　

２４医
療
機
関
案
内



　

村
の
学
校
が
燃
え
た

　
　

狛
江
国
民
学
校
の
記
録
か
ら

昭
和
二
十
年
五
月
二
十
六
日　

二
十

五
日
午
後
十
二
時
頃
米
鬼
の
盲
爆
に

よ
り
全
校
舎
焼
失
、
但
銃
器
室
、
住

宅
残
る
、
五
十
キ
ロ
焼
夷
弾
三
個
、

小
型
焼
夷
弾
七
十
個
、
高
射
砲
不
発

弾
五
個

（
夜
が
明
け
る
と
視
学
、
校
長
、
村

長
、
計
器
工
場
長
、
湘
南
製
作
所
、

国
際
電
気
、
地
方
事
務
所
、
調
布
の

三
ヶ
町
防
衛
地
区
の
中
尉
な
ど
十
四

名
の
来
校
が
あ
っ
た
）

　

村
常
会
に
学
校
長
出
席

二
十
七
日　

全
職
員
焼
跡
整
理
、
罹

災
職
員
に
見
舞
金
を
研
修
会
よ
り
贈

る
（
対
象
者
は
五
名
だ
っ
た
）

二
十
八
日　

初
三
以
上
児
童
焼
跡
整

理
、
児
童
の
罹
災
者
調
（
焼
跡
整
理

は
六
月
一
日
ま
で
続
け
ら
れ
た
）

三
十
一
日　

学
務
委
員
会
を
狛
江
村

役
場
に
開
催
、
学
校
舎
焼
失
後
の
対

策
協
議
会

　

高
二
生
徒
焼
夷
弾
を
悪
戯
中
負
傷

の
為
佐
藤
病
院
に
て
手
術

六
月
二
日　

○
○
教
諭
応
召
の
為
め

送
別
会
を
催
す

五
日　

用
紙
購
入
の
た
め
教
頭
日
本

橋
区
本
町
ス
サ
ト
商
店
に
出
張

（
こ
の
頃
は
用
紙
の
配
給
や
物
品
購

入
の
た
め
用
務
員
や
訓
導
は
地
方
事

務
所
や
神
田
教
育
会
館
に
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
）

十
七
日　

世
田
谷
校
よ
り
児
童
机
三

十
八
腰
掛
六
十
五
搬
入

（
こ
の
日
以
降
連
日
の
よ
う
に
世
田

谷
区
各
校
へ
机
や
腰
掛
、
黒
板
な
ど

を
借
り
に
い
っ
て
い
る
）

二
十
日　

初
五
、
六
、
高
等
科
児
童

螟
虫
駆
除
、
蛾
一
六
七
一
、
卵
八
五

四
、
青
虫
五
一
九

　

初
四
児
童
ビ
ー
ル
会
社
の
畑
除
草

（
労
働
力
不
足
か
ら
子
供
た
ち
も
盛

ん
に
動
員
さ
れ
て
い
た
）

二
十
五
日　

○
○
訓
導
の
児
童
及
職

員
送
別
式
挙
行
、
児
童
学
校
集
合
学

習七
月
十
四
日　

配
給
靴
引
取
に
教
頭

地
方
事
務
所
に
出
張

十
六
日　

学
校
児
童
召
集

（
こ
の
頃
に
な
る
と
寺
社
の
境
内
で

青
空
教
室
を
行
っ
て
い
た
）

十
七
日　

空
襲
警
報
発
令
、
早
朝
の

た
め
授
業
休
業
（
警
報
が
出
る
と
生

徒
は
下
校
す
る
の
が
常
だ
っ
た
）

十
九
日　

児
童
学
校
集
合

（
八
月
十
五
日
に
や
っ
と
戦
争
が
終

わ
っ
た
が
、
不
安
定
な
世
の
中
で
地

方
に
帰
る
者
も
多
か
っ
た
）

八
月
二
十
三
日　

○
○
訓
導
退
職
願

提
出
の
上
帰
郷

三
十
日　

軍
隊
の
建
物
取
り
壊
し
の

た
め
神
代
村
に
（
訓
導
六
名
出
張
）

（
校
舎
建
築
用
の
資
材
が
な
い
の
で

不
要
に
な
っ
た
兵
舎
を
解
体
移
築
す

る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
昭
和
二
十

一
年
七
月
二
十
九
日
に
新
校
舎
が
出

来
た
も
の
の
全
校
生
徒
は
入
れ
な

か
っ
た
。
だ
か
ら
戦
後
使
わ
な
く

な
っ
た
湘
南
製
作
所
、
国
際
電
気
、

多
摩
川
医
療
器
な
ど
の
工
場
の
建
物

を
使
っ
て
分
散
授
業
を
行
っ
て
い
た
。

校
舎
が
全
部
出
来
、
全
校
生
徒
が
一

カ
所
に
集
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
二
十
三
年
四
月
に
な
っ
て
か
ら
の

こ
と
で
あ
る
）

（　

）
は
要
約
ま
た
は
追
記

　
　

井　

上　
　

孝

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その１００－

〔
日
時
〕
５
月　

日
�
午
後
１
時　

２６

３０

分
〜
４
時
〔
場
所
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー

ル
６
階
多
目
的
展
示
室
〔
会
費
〕
３

０
０
円
（
自
由
参
加
）〔
内
容
〕
狛
江

の
緑
の
保
存
・
狛
江
の
農
業
・
狛
江

の
水
の
保
存
・
雨
水
の
利
用
・
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
・
環
境
家
計
簿

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

〔
日
時
〕５
月　

日
�
▽
午
後
の
部
・

３０

午
後
２
時
〜
４
時
▽
夜
間
の
部
・
午

後
７
時
〜
９
時
〔
会
場
〕
中
央
公
民

館〔
問
い
合
わ
せ
〕中
央
公
民
館
�（
３

４
８
８
）
４
４
１
１

〔
日
時
〕５
月　

日
�
▽
午
前
の
部
・

２４

午
前　

時
か
ら
▽
夜
間
の
部
・
午
後

１０

７
時
か
ら
〔
会
場
〕
西
河
原
公
民
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
西
河
原
公
民
館
�

（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

　

今
年
は
音
楽
連
盟
発
足　

周
年
に

３０

あ
た
り
、
例
年
の
演
奏
会
に
加
え
、

　

周
年
記
念
曲
「
狛
江
の
風
」
の
大

３０合
唱
を
行
う
ほ
か
、
盛
り
だ
く
さ
ん

な
催
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

〔
日
時
〕
６
月
９
日
�
午
前　

時
〜

１１

午
後
５
時
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー

ル
〔
入
場
料
〕
無
料

〔
問
い
合
わ
せ
〕狛
江
市
音
楽
連
盟
・

辻
�
（
３
４
８
９
）
８
３
０
２

　

収
益
は
ラ
オ
ス
の
子
ど
も
た
ち
に

贈
る
楽
器
購
入
の
資
金
に
充
て
ま
す
。

〔
日
時
〕
６
月
１
日
�
午
後
２
時　
３０

分
〔
会
場
〕
西
河
原
公
民
館
〔
入
場

料
〕
大
人
１
�
０
０
０
円
・
高
校
生

以
下
５
０
０
円
（
茶
菓
子
付
き
）〔
曲

目
〕
▽
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
「
月
の
光
」

「
ア
ナ
カ
プ
リ
の
丘
」
▽
ブ
ラ
ー
ム

ス
「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
ソ
ナ
タ
第
２

番
」
▽
金
光
威
和
雄
「
昔
む
か
し
の

猫
の
話
」
よ
り
「
仲
間
た
ち
」
ほ
か

※
当
日
受
け
付
け
を
手
伝
っ
て
く
だ

さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

家
庭
・
学
校
で
不
要
に
な
っ
た
楽
器

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
渡
辺
�
（
３
４
３

０
）
０
９
８
６

　

今
年
は
春
に
開
催
し
、
連
盟
傘
下

団
体
の
約
１
０
０
人
が
、日
本
舞
踊
・

民
謡
舞
踊
・
歌
謡
舞
踊
等
の
踊
り　
６０

曲
を
披
露
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
５
月　

日
�
午
前　

時
〜

２６

１１

午
後
４
時　

分
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ

３０

ホ
ー
ル
〔
入
場
料
〕
無
料

〔
問
い
合
わ
せ
〕狛
江
市
舞
踊
連
盟
・

海
野
�
（
３
４
８
９
）
４
６
３
３

〔
日
時
〕
５
月　

日
�
午
後
７
時
か

１６

ら〔
場
所
〕
駄
倉
地
区
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
絹
山
�
（
３
４
８

０
）
６
７
９
２

〔
日
時
〕
５
月　

日
�
午
前　

時
〜

１８

１０

午
後
２
時
〔
場
所
〕
小
足
立
の
び
の

び
公
園
（
雨
天
翌
日
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
小
笠
原
�
（
３
４

８
０
）
３
４
０
５

　

東
京
狛
江
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

は
、
防
災
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し

て
、
東
京
消
防
庁
音
楽
隊
を
迎
え
て

「
駅
前
音
楽
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
５
月　

日
�
午
後
１
時
か

１８

ら
〔
会
場
〕
狛
江
駅
北
口
交
通
広
場

〔
問
い
合
わ
せ
〕
吉
岡
�
（
３
４
８

０
）
５
２
６
４

〔
日
時
〕
５
月　

日
�
午
前
９
時　

２６

３０

分
受
け
付
け
・　

時
対
局
開
始
・
午

１０

後
６
時　

分
終
了
予
定
〔
会
場
〕
中

３０

央
公
民
館
〔
競
技
方
法
〕
組
別
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
〔
参
加
資
格
〕
市
内
在
住
・

在
勤
者
〔
参
加
費
〕
１
�
５
０
０
円

（
昼
食
付
き
）〔
定
員
〕
先
着
１
０
０

人※
当
日
は
、
日
本
棋
院
高
段
棋
士
に

よ
る
無
料
指
導
対
局
が
あ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
日
本
棋
院
狛
江
支

部
・
金
浜
�
（
３
４
８
０
）
２
７
８

２

〔
日
時
〕
５
月　

日
�
午
後
１
時　

２５

３０

分
開
場
・
２
時
開
演
・
４
時
終
演
予

定
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
〔
入

場
料
〕
大
人
１
�
０
０
０
円
・
小
中

学
生
５
０
０
円
。
全
自
由
席
〔
前
売

り
〕
小
田
急
Ｏ
Ｘ
狛
江
店
１
階
チ

ケ
ッ
ト
売
り
場
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ッ
プ
森
の
う
た
・
覚
東
写
真
店

（
西
野
川
１
丁
目
） 。
当
日
券
あ
り
。

〔
曲
目
〕
▽
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
「
エ
グ

モ
ン
ト
」
序
曲
▽
同
交
響
曲
第
１
番

▽
同
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
５
番「
皇
帝
」

〔
問
い
合
わ
せ
〕
浜
田
�
（
３
４
８

９
）
６
０
１
８

〔
日
時
〕
６
月
７
日
・　

日
・　

日
・

１４

２１

　

日
（
各
金
曜
日
）
、
午
後
２
時
〜

２８４
時
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館
〔
定
員
〕

　

人
（
先
着
順
）〔
対
象
〕
市
内
在

２０住
・
在
勤
・
在
学
者
〔
費
用
〕
材
料

費
４
�
０
０
０
円
〔
持
ち
物
〕
は
さ

み〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
５
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
中
央
公
民
館

２０窓
口
ま
た
は
�
（
３
４
８
８
）
４
４

１
１
へ
。

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１５

５
時
、　

日
�
午
前　

時
〜
午
後
５

１６

１０

時
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館
〔
定
員
〕

　

人
（
先
着
順
）〔
対
象
〕
市
内
在

２０住
・
在
勤
・
在
学
者
の　

歳
以
上
で

１６

２
日
間
出
席
で
き
る
方
〔
内
容
〕　
１６

ミ
リ
映
写
機
の
基
礎
知
識
と
操
作
実

習〔
持
ち
物
〕筆
記
用
具
、顔
写
真（
３

×
２
・
５
）
２
枚
※
す
で
に
修
了
証

を
お
持
ち
の
方
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

〔
費
用
〕
テ
キ
ス
ト
代
８
４
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
５
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
中
央
公
民
館

２０窓
口
ま
た
は
�
（
３
４
８
８
）
４
４

１
１
へ
。

〔
会
場
〕
中
央
公
民
館
〔
講
師
〕
今

宮
謙
二
さ
ん（
中
央
大
学
名
誉
教
授
）

〔
定
員
〕　

人
〔
日
程
〕
別
表

４０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
５
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
中
央
公
民
館

１６窓
口
ま
た
は
�
（
３
４
８
８
）
４
４

１
１
へ
。　

〔
期
間
〕
５
月　

日
〜
平
成　

年
３

２７

１５

月　

日
全　

回
、
毎
週
月
曜
日
（
夏
・

１０

２６

冬
休
み
は
除
く
）〔
時
間
〕
午
前　

時
１０

〜
正
午
〔
定
員
〕　

数
人
（
子
ど
も

１０

の
様
子
を
見
て
、
先
着
順
で
決
め
ま

す
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
５
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
中
央
公
民
館

１６窓
口
ま
た
は
�
（
３
４
８
８
）
４
４

１
１
へ
。

■
中
央
公
民
館
利
用
者
懇
談
会

■
「
狛
江
市
環
境
市
民
交
流
会
」
〜

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
狛
江
市
の
環

境
に
つ
い
て
話
し
ま
せ
ん
か
〜

■
西
河
原
公
民
館
利
用
者
懇
談
会

■
第
６
回
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ア
ー
チ

Ｎ
Ｇ
Ｏ
コ
ン
サ
ー
ト

■
一
坪
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

■
趣
味
実
用
講
座
「
ビ
ー
ズ
を
楽
し

も
う
・
初
心
者
編
」

�

■
第　

回
「
初
夏
の
音
楽
会
」

３０

■
第　

回
狛
江
市
舞
踊
大
会

１３

■
狛
江
駅
北
口
問
題
を
考
え
る
市

民
の
会
景
観
・
デ
ザ
イ
ン
等
分
科
会

■
駅
前
音
楽
会

■
春
季
市
民
囲
碁
大
会

■
狛
江
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団
第　

回
定
期
演
奏
会

１０

■
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
「　

ミ
リ

１６

発
声
映
写
機
操
作
」

■
市
民
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
初
心
者
の
た

め
の
経
済
教
室
」
〜
日
本
経
済
を
ど

う
す
る
〜小泉構造改革一年をふり返って

「その問題点と今後のゆくえ」
５月３０日�１

日本の金融危機と不良債権処

理問題をめぐって
６月６日�２

アメリカ経済のゆくえと日米

経済関係のあり方
６月１３日�３

２０世紀資本主義と今後の課題６月２０日�４

日本経済をどのようにして元

気にするか
６月２７日�５

■平成１４年市民ゼミナール「日本経済をどう

する」プログラム
■
女
性
セ
ミ
ナ
ー
（
母
と
子
の
広
場
）

�　広報こまえ　平成１４年（２００２年）５月１５日



　
〔
日
時
〕
６
月
６
日
・　

日
・　

日
・

１３

２０

　

日
（
各
木
曜
日
） 午
後
２
時
〜
４

２７時
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館
〔
定
員
〕

　

人
（
先
着
順
）〔
対
象
〕
市
内
在

３０住
・
在
勤
・
在
学
者
〔
費
用
〕
６
０

０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
５
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
中
央
公
民
館

２０窓
口
ま
た
は
�
（
３
４
８
８
）
４
４

１
１
へ
。

〔
期
間
〕
５
月　

日
�
〜　

月
９
日

２９

１０

�
ま
で
（
全　

回
）〔
時
間
〕
午
前　

１５

１０

時
〜
正
午
（
一
部
時
間
が
変
わ
り
ま

す
）〔
定
員
〕　

人
〔
会
場
〕
西
河
原

２０

公
民
館
〔
日
程
〕
別
紙
〔
講
師
〕
佐

味
光
子
さ
ん
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
ほ

か〔
申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ
〕
西
河

原
公
民
館
�
（
３
４
８
０
）
３
２
０

１
へ
。

〔
日
時
〕
５
月　

日
�
午
前
９
時
〜

２５

正
午
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館
〔
定
員
〕

　

人
（
先
着
順
）〔
費
用
〕
材
料
代
２

２０５
０
円
〔
持
ち
物
〕
は
さ
み
・
ハ
ン

ド
タ
オ
ル
・
折
込
広
告
２
〜
３
枚
・

絵
筆
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
空
き
容
器

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
５
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
中
央
公
民
館

１６窓
口
ま
た
は
�
（
３
４
８
８
）
４
４

１
１
へ
。　

〔
時
間
〕
午
前
９
時　

分
〜
午
後
１

３０

時
〔
材
料
費
〕
２
�
０
０
０
円
（
３

回
分
前
納
）〔
講
師
〕
高
橋
マ
チ
子
さ

ん
（
調
理
師
・
料
理
研
究
家
）〔
定

員
〕　

人
〔
持
ち
物
〕
筆
記
用
具
・

２０

エ
プ
ロ
ン
・
ふ
き
ん
〔
会
場
〕
上
和

泉
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
５
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら （
先
着
順
）

１５上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
�

（
３
４
８
９
）９
１
０
１
へ
。　　
　

　
　
　

〔
日
時
〕
６
月
８
日
�
午
後
３
時
〜

６
時
〔
場
所
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
６

階
多
目
的
展
示
室
〔
講
師
〕
野
沢
和

弘
さ
ん
（
全
日
本
育
成
会
理
事
） 。 野

沢
氏
は
、
地
域
社
会
が
障
害
者
に

と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
場
所
で
あ
る

た
め
の「
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
者
の
一
人
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江

市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
・
笠
松
�（
３

４
８
８
）
３
４
７
２
へ
。

〔
日
時
〕
５
月　

日
�
午
前　

時
〜

２５

１０

正
午
〔
定
員
〕　

人 〔
材
料
費
〕 １
�

３０

０
０
０
円
（
５
種
５
株
持
ち
帰
り
）

〔
持
ち
物
〕
筆
記
用
具
〔
会
場
〕
Ｊ

Ａ
マ
イ
ン
ズ
狛
江
支
店〔
申
し
込
み
〕

マ
イ
ン
ズ
シ
ョ
ッ
プ
店
頭

〔
問
い
合
わ
せ
〕
Ｊ
Ａ
マ
イ
ン
ズ
狛

江
支
店
�
（
３
４
８
８
）
３
４
３
５

〔
仕
事
内
容
〕
学
童
保
育
所
指
導
員

産
休
・
育
休
代
替
〔
勤
務
時
間
〕
午

前
９
時　

分
〜
午
後
５
時　

分
（
基

１５

４５

本
）〔
資
格
〕
幼
稚
園
・
小
学
校
教
諭

ま
た
は
保
育
士

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
履
歴

書
お
よ
び
資
格
証
明
書
を
持
参
の
う

え
、
児
童
福
祉
課
へ
。

〔
日
時
〕６
月
４
日
�
正
午
か
ら〔
会

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
会
費
〕

５
０
０
円
〔
対
象
〕　

歳
以
上
（
先

７０

着　

人
）

５０
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
藤
田

�
（
３
４
８
０
）
２
６
４
０
へ
。

〔
内
容
〕
別
表
〔
申
し
込
み
〕
５
月

　

日
�
〜　

日
�
午
前
８
時　

分
〜

１５

２４

３０

午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

市
民
総
合
体
育
館
へ
（
電
話
可
） 。

〔
会
費
〕
硬
式
テ
ニ
ス
は
年
額
８
�

０
０
０
円
、
そ
の
ほ
か
は
年
額
５
�

０
０
０
円

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
総
合
体
育
館

�
（
３
４
３
０
）
１
１
４
１

■
幼
児
の
つ
ど
い　

５
月　

日
�
な

１６

ら
し
て
遊
ぼ
う
。 　

日
�
ホ
ッ
ト

２３

ケ
ー
キ
を
つ
く
ろ
う
。　

日
�
か

３０

ざ
っ
て
楽
し
も
う
。
５
月
誕
生
会
。

■ 
手
作
り
あ
そ
び　

５
月　

日
�

２５

午
後
３
時
〜
４
時　
〔
内
容
〕ア
ナ
モ

ル
フ
ォ
ー
シ
ス
。
奇
妙
に
ゆ
が
ん
だ

絵
が
、
鏡
を
ま
い
た
空
き
缶
に
映
す

と
き
ち
ん
と
し
た
絵
に
な
り
ま
す
。

〔
対
象
〕
小
学
生
以
上
〔
定
員
〕　
２０

人■
子
ど
も
映
画
会　

５
月　

日
�
午

２９

後
３
時
〜
４
時
、
上
映
は
世
界
名
作

ア
ニ
メ
「
宝
島
」「
に
ん
じ
ん
」〔
対

象
〕
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）
か
ら
。

■
小
学
生
お
り
が
み
教
室　

５
月　
２１

日
�
午
後
３
時
〜
５
時
〔
対
象
〕
小

学
生
〔
定
員
〕
な
し
〔
費
用
〕
無
料

〔
申
込
方
法
〕
当
日
窓
口
へ
〔
講
師
〕

磯
久
子
さ
ん

■
作
っ
て
食
べ
よ
う　

簡
単
ピ
ザ
を

作
ろ
う　

５
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２２

４
時
〔
対
象
〕
小
学
生
〔
定
員
〕　
２０

人
〔
費
用
〕
１
０
０
円
〔
持
ち
物
〕

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
〔
申
込
方
法
〕

５
月　

日
�
か
ら
セ
ン
タ
ー
窓
口
、

１５

本
人
ま
た
は
保
護
者
の
方
が
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
た
ん
ぽ
ぽ
の
つ
ど
い　
〔
日
時
〕５

月　

日
�
午
前　

時　

分
〜　

時　

２４

１０

３０

１１

３０

分
〔
対
象
〕
乳
幼
児
親
子
〔
参
加
〕

自
由
〔
内
容
〕
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
〜

「
カ
エ
ル
で
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
」
異
年

齢
児
の
子
ど
も
た
ち
が
カ
エ
ル
に
な

り
楽
し
い
運
動
遊
び
を
し
ま
す
。

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕５
月　

日
�

２３

午
前
９
時　

分
〜　

時（
雨
天
翌
日
）

４０

１１

 〔
持
ち
物
〕
親
子
と
も
汚
れ
て
よ
い

服
装
、
着
替
え
・
タ
オ
ル
な
ど
持
参
。

■
地
域
交
流
事
業
・
園
庭
開
放　
〔
日

時
〕
５
月　

日
�
午
前　

時
〜　

時

２４

１０

１１

〔
内
容
〕
第
２
回
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏

会
を
行
い
ま
す
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
あ

る
方
は
い
っ
し
ょ
に
吹
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
演
奏
者
は
波
木
克
己
さ
ん
で

す
。

■
西
河
原
カ
レ
ッ
ジ
教
養
コ
ー
ス
〜

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
楽
し
む
〜

広報こまえ　平成１４年（２００２年）５月１５日　�

■
市
民
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
カ
ラ
ー
＆
ネ

イ
ル
ケ
ア
で
気
分
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
」

■
手
作
り
パ
ン
教
室

■
い
き
い
き
広
場
「
ち
ぎ
り
絵
を
楽

し
も
う
」

■
地
元
生
産
者
に
よ
る
ト
ル
コ
キ

キ
ョ
ウ
の
育
て
方

■
会
食
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

■
講
演
会
「
知
的
障
害
者
の
地
域
で

の
暮
ら
し
を
守
る
シ
ス
テ
ム
と
は
ー

警
察
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
と
お
し
て
考

え
る
」

■
平
成　

年
度
狛
江
市
青
少
年
ス

１４

ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者

パーティーパン

小豆スープ・大陸のごちそう
６月１４日�第１回

バターロール
ビシソワーズ・アーモンドクッキー
豚肉とキャベツの生姜酢あえ

６月２１日�第２回

ロシア風カザック

カポターナ・人参ケーキ
６月２８日�第３回

■手作りパン教室　日程・内容

講 師学 習 テ ー マ月　　日

（映画監督）　浜野佐知さん講演「老年期の性」女性の視点で
描いた映画「百合祭」にちなんで ５月２９日�

浜野監督のスピーチ有り映画「百合祭」鑑賞６月８日� 
カウンセラー　佐味光子さん講座の意味や学習の進め方など ６月１２日�

国立精神神経センター・精神保
健研究所名誉所長吉川武彦さんのびやかに生きること ６月１４日�

横浜市青葉区社会福祉協議会あ
おばボランティアセンター代表
松本寿美枝さん

福祉１１０番を立ち上げて ６月２６日�

調布市「おしゃべりランチ」
オーナー　市原タカ子さん

シルバーレストラン「おしゃべ
りランチ」 ７月６日� 

カウンセラー　佐味光子さん話し合い、ワーク ７月１０日�
三月文庫主宰　伊藤千代子さん子どもと絵本の幸せな出会い ７月１７日�
エリザベスサンダースホーム
　大田宏子さん私の歩んできた道 ７月２４日�

法専寺住職　伊藤明麿さん悠久の地インドの国を訪ねて ７月３１日�
難民を助ける会・社会福祉法
人サポート２１相談員　児玉
雅子さん

出会いを大切に ９月１１日�

カウンセラー　佐味光子さん話し合い、ワーク ９月１８日�
カウンセラー　佐味光子さん私のライフプラン ９月２５日�

琴玲会主宰　山屋玲子さん障害をもった人の心を支えて
（琴演奏有） １０月２日� 

カウンセラー　佐味光子さん学習のまとめ１０月９日� 

■西河原カレッジ教養コース　～ライフプランを楽しむ～

図
書
館
・
図
書
室
等
の
休
館
の
お
知
ら
せ

対象･定員活動場所活　動　日　時種　目

中高生

各会場

３０人

第二中学校

　　　　　　　

　　　　　　　午前８時～

　　　　　　　９時３０分

６月８日から

土曜日を主に

年間３０回　　 午後３時～

　　　　　　　４時３０分　

　　　

硬式

テニス

第三中学校

小学３年
生～６年
生４０人

西和泉体育館
（旧四小跡）

６月９日から日曜日を主に
年間３０回
午前９時３０分～１１時３０分

ショート

テニス

小学３年

生～６年

生４０人

西和泉体育館
（旧四小跡）

６月８日から土曜日を主に
年間３０回
午前９時３０分～１１時３０分

ビーチ

ボール

　

中
央
図
書
館
・
西
河
原
公
民
館
学

習
情
報
室
・
各
地
域
セ
ン
タ
ー
図
書

室
で
は
、図
書
特
別
整
理
の
た
め
次

の
期
間
を
休
館
・
休
室
し
ま
す
。

▽
中
央
図
書
館

　

６
月
３
日
�
〜　

日
�

１４

▽
西
河
原
公
民
館
学
習
情
報
室

　

６
月
３
日
�
〜　

日
�

１０

▽
野
川
・
上
和
泉
・
岩
戸
・
南
部
各

地
域
セ
ン
タ
ー
図
書
室

　

６
月　

日
�
〜　

日
�

２０

２８

※
特
別
貸
し
出
し
の
お
知
ら
せ

　

各
館
・
室
で
は
、
休
館
前
の
次
の

期
間
の
貸
出
期
間
を
４
週
間
に
拡

大
し
ま
す
。貸
出
冊
数
に
は
制
限
を

設
け
ま
せ
ん
の
で
、必
要
な
冊
数
ま

で
利
用
で
き
ま
す
。

▽
中
央
図
書
館
・
西
河
原
公
民
館
学

習
情
報
室

　

５
月　

日
�
〜
６
月
２
日
�

２０

▽ 
各
地
域
セ
ン
タ
ー
図
書
室

　

６
月
６
日
�
〜　

日
�

１９

　

な
お
、休
館
中
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

へ
の
返
却
は
避
け
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
中
央
図
書
館
�

（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

■青少年スポーツ教室募集内容

※活動場所は変更する場合があります。

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎ 
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

◎ 
駄
倉
保
育
園

�
（
３
４
８
９
）
２
４
４
１

◎ 
多
摩
川
保
育
園

�
０
４
２
４
（　

）
４
６
６
７

８３

■
学
童
保
育
所
臨
時
職
員

◎ 
和
泉
児
童
館

　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１



■ベビーマッサージのおさそい
　５月２３日�午前１０時～１１時３０分、
西河原公民館。対象は生後３カ月～６
カ月の乳児とお母さん。参加費１,５００
円。バスタオル・防水シート・紙おむ
つ・母子健康手帳持参〔問い合わせ〕母
と子と助産婦の会・中嶋�（３４８０）３８３８。
■いずみダンス愛好会・会員募集
　月４回水曜日午後７時～９時、中央
公民館。男性の方の申し込みを希望。
月会費１,５００円〔問い合わせ〕丸井�
（３４８９）４９６５。
■第１回�いきいき�こまえダンス
の集い

　５月２５日�午後６時３０分～８時３０
分、市民総合体育館。参加費２００円
〔問い合わせ〕�狛江市ダンススポー
ツ連盟・花光（３４８８）２０６７。
■狛江歩歩クラブ�ハイキング�
　５月２２日�午前８時３０分 JR登戸
駅改札口前。雨天翌日。展望の五日市
金比羅山と新緑の秋川渓谷へ〔問い合
わせ〕北添�（３４８９）２６１７。
■みずほ幼稚園父母会主催・講演会
　５月２８日�午前１０時～正午、狛江
みずほ幼稚園体育館でロス五輪の金
メダリスト、森末慎二さんを迎えて講

演会。テーマ「プレッシャー！！オリ
ンピック出場にあたって」参加無料
〔問い合わせ〕高岸�（３４８８）３１５８。
■ポストぴかぴか大作戦
　狛江市ボーイスカウト・ガールスカ
ウト連絡協議会では、主に小学生クラ
スのスカウトたちが市内の全ポスト
を一斉に清掃。終了後はゲーム等、楽
しいスカウト活動を体験したい小学
生をお待ちしています。５月１９日�午
前９時～午後２時。雨具・水筒持参
〔問い合わせ〕服部�（３４３０）６９０４。
■フレッシュリズム体操・参加者募集
　毎週金曜日午前１０時～正午、中央
公民館でストレッチを中心とした簡
単なリズム体操。月会費２,５００円〔問
い合わせ〕田島�（３４８８）３４２６。
■アム・アム・会員募集
　毎週木曜日午前１０時～正午、中央
公民館で手あみ。初心者から中級・上
級者まで楽しみながら作品作り。月会
費３,１００円〔問い合わせ〕大堀�（３４８９）
９５４０。
■狛江植物同好会・初夏の植物散策
　５月１９日�午前８時 JR登戸駅集合。
初夏（平地）の樹木、野草の観察。武
蔵野線新秋津経由で清瀬の野火止用
水へ。費用４００円〔問い合わせ〕倉持
�（３７２９）５７３２。

■ジョイテニスクラブ・会員募集
　毎週水・金曜日元和泉市民テニス
コート。コーチ付き。多少経験のある
方。月会費４,０００円〔問い合わせ〕青
山�（３４８０）６５３３。
■狛江市ラジオ体操会・会員募集
　毎朝６時３０分～４５分（１５分間） 。
腰痛や肩こり、五十肩等のツボも紹介。
年会費５００円〔問い合わせ〕荒町�
（３４８９）４８１８（夜間） 。
■すみれの会・会員募集
　毎月第１・３月曜日午前９時３０分～
正午、岩戸地域センター。木目込人形
や小物手芸等を作っています。月会費
１,０００円。見学歓迎。〔問い合わせ〕
谷上�（３４８０）８５０７。
■和泉多摩川緑地都立公園化促進協
議会・説明会

　５月２０日�午後７時～９時、中央
公民館。総合公園実現のための市民の
話し合いを行います。ぜひ参加くださ
い〔問い合わせ〕飯塚�（３４８８）８１５２。
■ミュージックセラピー・グループ
セッション体験

　５月２８日�午前１０時３０分～１１時
３０分、中央公民館。ママと３歳児未
満の方対象。月会費１,５００円。バスタ
オル持参〔問い合わせ〕コバタ�０９０
（２４２９）８７００。

■第１１回慈恵医大第三病院公開健康
セミナー

　６月８日�午後２時～３時３０分、
慈恵医大第三病院内第三看護専門学
校６階大教室。先着１５０人。テーマは
「おしっこの出具合と健康」  〔問い合
わせ〕総務課�（３４８０）１１５１（代表） 。
■水循環を考える会・森ヶ崎下水処理
場見学

　５月３１日�午前９時１５分市役所駐
車場集合、午後２時帰着予定。参加費
２００円〔問い合わせ〕北村�（３４８９）５０１４。
■アカデミーダンスパーティー
　６月１日�午後１時３０分～４時３０
分、中央公民館。飲み物付きで会費５００
円。会員による演技発表等あります。
〔問い合わせ〕狛江ダンススポーツア
カデミー・永井�（３４８０）０９９７。
■狛江ともしび音楽隊・隊員募集
　第１・４土曜日午後６時～９時、野
川地域センター。ピアノ経験者、他楽
器が出来る方。月会費１,０００円〔問い
合わせ〕宇賀神�０７０（５４５０）０１４７。
■�ほっとサロン�参加者募集
　毎月第１・３木曜日午後２時～４時、
あいとぴあセンター。「ふれ合いトー
ク」で生き生きした自分をみつけま
しょう。無料〔問い合わせ〕土井�
０４５（５６２）４５５９（午後５時以降） 。
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絵
画
等
応
募
作
品
展

■
環
境
学
習

■ 
家
庭
園
芸
教
室

�
酸
性
ア
ル
カ
リ
性
調
査

�
河
川
調
査

■
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

■ 
施
設
見
学
会
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�
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�
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�　広報こまえ　平成１４年（２００２年）５月１５日

　

６
月
５
日
�
午
前　

時
か
ら
市

１０

役
所
前
市
民
ひ
ろ
ば
で
、
開
会
式
終

了
後
２
5
0
人
に
無
料
配
布
。

　

６
月
５
日
�
午
前　

時
か
ら
市

１０

役
所
前
市
民
ひ
ろ
ば
で
、
天
ぷ
ら
な

ど
を
揚
げ
た
後
の
廃
食
用
油
を
利

用
し
て
石
鹸
づ
く
り
を
体
験
。
見
本

の
石
鹸
を
配
布
し
ま
す
（
雨
天
中

止
） 。

　

６
月
５
日
�
か
ら　

日
�
ま
で

１１

市
役
所
２
階
ロ
ビ
ー
（
土
・
日
曜
日

除
く
）

　

６
月
５
日
�
か
ら　

日
�
ま
で

１１

中
央
公
民
館
２
階
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

に
環
境
関
連
の
応
募
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

※
６
月
５
日
�
実
施
の
関
連
行
事

▽
家
庭
用
生
ゴ
ミ
処
理
機
等
の
展

示▽
枝
葉
を
破
砕
し
た
チ
ッ
プ
を
無

償
配
布

▽
東
京
ガ
ス
に
よ
る
天
然
ガ
ス
車

の
展
示
等

〔
定
員
〕　

人
４０

　

６
月
６
日
�
午
前
９
時
、市
役
所

バ
ス
車
庫
前
集
合
出
発
。
三
渓
園

（
横
浜
）
と
「
横
浜
さ
と
う
の
ふ
る

さ
と
」
を
見
学
。
お
弁
当
・
雨
具
持

参
。

〔
定
員
〕　

人
４０

　

６
月
８
日
�
午
後
２
時
か
ら
市

役
所
前
市
民
ひ
ろ
ば
。
キ
ッ
チ
ン

ハ
ー
ブ
の
鉢
植
え
実
施
（
教
材
費
１
�

０
０
０
円
）

　

６
月
８
日
�
午
後
２
時
か
ら
市

役
所
前
市
民
ひ
ろ
ば
。
通
常
よ
く
口

に
し
て
い
る
物
が
酸
性
か
ア
ル
カ

リ
性
か
を
調
べ
ま
す
。

　

６
月
９
日
�
午
前　

時
か
ら
野

１０

川
（
小
金
橋
）
、
多
摩
川
（
五
本

松
）
で
身
近
な
川
の
水
質
を
測
定
。

（
参
加
希
望
者
は
直
接
現
地
へ
）

　
〔
定
員
〕　

人
３０

　

６
月　

日
�
午
前
９
時
、
市
役
所

１０

バ
ス
車
庫
前
集
合
出
発
。
新
宿
東
京

ガ
ス
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
調
理
室
に
て

参
加
者
が
エ
コ
調
理
し
て
試
食
。
午

前　

時
か
ら
。
午
後
は
東
京
新
宿
地

１０
域
冷
暖
房
セ
ン
タ
ー
見
学
（
参
加
費

５
０
０
円
）　　
　

　
〔
定
員
〕　

人
４０

　

６
月　

日
�
午
前
９
時
、
市
役
所

１１

バ
ス
車
庫
前
集
合
出
発
。
葛
西
臨
海

公
園
〜
東
京
水
辺
ラ
イ
ン
（
荒
川
か

ら
隅
田
川
）
〜
江
戸
東
京
博
物
館
。

お
弁
当
・
雨
具
持
参
。

※
■
の
行
事
は
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

▽
受
付
は
、
５
月　

日
�
か
ら
行
い

１５

ま
す
。

▽
施
設
見
学
会
と
環
境
学
習
の
重

複
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
軽
快
な
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
バ
ス
の
使
用
に
あ
た
り
、
お
子
さ

ん
の
参
加
は
７
歳
以
上
と
な
り
ま

す
。

▽
各
種
事
業
は
原
則
と
し
て
雨
天

実
施
し
ま
す
。

※  
二
酸
化
窒
素
測
定
は
６
月
６
日

�
、 ７
日
�
に
行
い
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
環
境

を
考
え
る
会
狛
江
市
実
行
委
員
会

事
務
局
・
環
境
改
善
課
へ
。

�
環
境
パ
ネ
ル
展

�
花
の
配
布

�
リ
サ
イ
ク
ル
〜
廃
食
用
油
の
活

用
〜

環環

境境

週週

間間

行行

事事

日日

程程

　

６
月
５
日
は
「
環
境
の
日
」
で
す
。

　

６
月
５
日
�
か
ら　

日
�
ま
で
環
境
週
間
と
し
て
市
民
、
事
業
者
、
行

１１

政
が
一
体
と
な
っ
て
、
環
境
保
全
活
動
の
普
及
、
啓
発
に
関
す
る
各
種
の

環
境
保
全
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
市
で
も
「
環
境
を
考
え
る
会
狛
江
市
実

行
委
員
会
」
が
中
心
と
な
っ
て
、
企
画
、
運
営
し
ま
す
の
で
市
民
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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I
S
O

Ｉ
Ｓ
Ｏ 
は
、
国
際
標
準
化
機
構
（International

O
rganizati

on
for
Standardization

） の
略
称
で
す
。

例
え
ば
、
海
外
製
品
の
組
み
立
て
に
使
う
ネ
ジ
を
調
達
し
て
も
、
国

に
よ
り
径
や
長
さ
が
違
っ
て
い
る
よ
う
で
は
組
み
立
て
が
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、Ｃ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
音
楽
を
聴
こ
う
と
し
て
も
、メ
ー
カ
ー

が
異
な
る
と
い
っ
て
再
生
方
式
が
違
っ
て
い
て
は
音
楽
を
聴
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
国
際
的
な
規
模
の

標
準
化
と
、
こ
れ
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う
た
め
に
設
立
さ

れ
た
非
政
府
組
織
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
で
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
が
関
わ
る
製
品
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

写
真
フ
ィ
ル
ム
・
ネ
ジ
・
非
常
口
の
マ
ー
ク
・
鉄
鋼
・
製
図
・
自
動

車
・
船
舶
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
食
品
・
繊
維
・
化
粧
品
・
航
空
機
・
タ

イ
ヤ
・
工
作
機
械
・
歯
車
・
時
計
・
家
具
・
自
転
車
等
。

電
気
・
電
子
の
標
準
化
に
つ
い
て
は
、
I
E
C
＝
国
際
電
気
標
準
会

議
が
担
当
し
て
お
り
、
情
報
技
術
な
ど
の
重
な
る
分
野
に
つ
い
て
は
、

両
者
が
共
同
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
を
認
証
取
得
す
る
企
業
や
自
治
体

が
増
え
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
と
は
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
の
構
築
や
、
そ
れ
に
伴
う
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
改
善
を
継

続
的
に
進
め
て
い
く
た
め
の
国
際
規
格
で
す
。

多
く
の
組
織
等
が
、
こ
の
国
際
規
格
を
認
証
取
得
す
る
目
的
は
、
事

業
活
動
、
製
品
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
が
環
境
に
お
よ
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

管
理
し
、
組
織
に
お
け
る
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
積
極
的

な
環
境
保
全
活
動
を
推
進
し
て
い
く
た
め
で
す
。

■おいしいご飯が炊けるかな
　４月２７日�、狛江市立古民家園（愛称、
むいから民家園）の開園式が行われました。
　青空のもと、お囃子や獅子舞などが賑や
かに披露され、訪れたたくさんの人々も楽
しそうに見学していました。
　火入れ式後、かまどから煙
がのぼると、人の温もりで家
が息を吹きかえしたようで
した。　
　昔懐かしくもあり、どこか
新鮮でもあるこの家に、住ん
でみたい気がします。

■おたまじゃくしみーつけた

　西河原自然公園の池では、おた
まじゃくしが元気よく泳いでいま
す。子どもたちは、大きなおたま
じゃくしをつかまえてにっこり。
　蛙になる日はいつ頃かな。

■みんなで作ったこいのぼり

　岩戸児童センターには、大きな
手作りのこいのぼりが飾られてい
ます。カラフルなうろこの一枚一
枚は、子どもたちがお母さんと一
緒につけました。

■緑ある休日

　今年も、植木即売会が市役所前
市民ひろばで開催されました。連
休の初日の朝早くから、植木や花
を買い求める人々で盛況でした。
　会場では、生ごみ処理機も紹介
され、相談に訪れた人は熱心に説
明を受けていました。

　

６
月
１
日
現
在
で
、
平
成　

年
商

１４

業
統
計
調
査
が
全
国
一
斉
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
調
査
の
対
象
は
、卸
売
・

小
売
業
を
営
む
全
国
の
す
べ
て
の

事
業
所
（
店
舗
）
で
す
。

　

商
業
統
計
調
査
は
、
事
業
所
を
業

種
別
、
規
模
別
、
地
域
別
、
業
態
別
、

立
地
環
境
別
な
ど
に
区
分
し
、
商
業

事
業
所
の
分
布
状
況
や
販
売
活
動

な
ど
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
い

て
実
施
さ
れ
る
国
の
重
要
な
調
査

で
あ
り
、
提
出
さ
れ
た
調
査
票
を
統

計
上
の
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ

と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

５
月
下
旬
に
調
査
員
が
調
査
票

の
記
入
を
お
願
い
に
各
事
業
所
（
店

舗
）
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

　

商
業
統
計
調
査
に
協
力
く
だ
さ
い

■私は誰でしょう
　夏になるとビールのおつまみに
ぴったりの私は、狛江の名産、枝豆で
す。甘くてやわらかくてとっても美味
しいんです。まだ５センチくらいの丈
しかないけれど、今年も美味しい豆が
できるのを待っていてくださいね。
　このコーナーでは、これから収穫ま
での成長を紹介していきます。


